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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第63期

第２四半期
累計期間

第64期
第２四半期
累計期間

第63期

会計期間
自 平成26年４月１日

至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日

至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日

至 平成27年３月31日

売上高 （千円） 13,858,812 13,207,213 27,385,304

経常利益 （千円） 394,965 864,838 1,004,015

四半期（当期）純利益 （千円） 243,779 578,127 630,427

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 729,000 729,000 729,000

発行済株式総数 （株） 4,592,000 4,592,000 4,592,000

純資産額 （千円） 8,459,750 9,328,092 8,869,363

総資産額 （千円） 17,382,111 17,198,291 17,058,900

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 53.78 127.53 139.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 53.69 127.23 138.83

１株当たり配当額 （円） － － 25.00

自己資本比率 （％） 48.6 54.2 52.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △158,765 293,316 599,609

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △95,980 50,529 △281,608

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △161,540 △184,152 △261,055

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 1,948,851 2,581,776 2,422,082
 

 

回次
第63期

第２四半期
会計期間

第64期
第２四半期
会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日

至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日

至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 46.10 78.88
 

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推

移については、記載しておりません。

３  持分法を適用した場合の投資利益については、当社は、関連会社がないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用・所得環境の改善が見られるなど、景気は緩やか

な回復基調に推移いたしましたが、中国経済や新興国・資源国の景気の減速等もあり、景気は先行き不透明な状況

で推移いたしました。

当社が主として関連する塗料業界におきましては、こうした経済環境のもと、出荷数量は増加いたしました。

このような情勢のもとで、当社における当第２四半期累計期間の製品出荷数量は、74,111トン(前年同期比1.4％

増)となりました。

当第２四半期累計期間の業績といたしましては、売上高は新規需要開拓等により製品の出荷数量は増加しました

が、国内の原油・ナフサ市況が前年に比べて低水準で推移したことにより販売単価が下落したため、132億７百万円

(同4.7％減)と減収になりました。

主な品目別の売上高は、増加したものとしては、エタノール・その他が７億１百万円(同8.8％増)、ラッカーシン

ナー類が４億１百万円(同9.0％増)、減少したものとしては、単一溶剤類が55億46百万円(同6.1％減)、単一溶剤を

中心とした商品が15億８百万円(同9.1％減)、印刷用溶剤類が24億74百万円(同3.5％減)、特殊シンナー類が13億19

百万円(同6.2％減)、洗浄用シンナー類が８億94百万円(同3.9％減)となりました。

一方損益面では、原料市況に対応した効率的な原材料購入を促進すること等により採算面の改善や経費の削減を

図ったことにより、営業利益８億63百万円(同119.2％増)、経常利益８億64百万円(同119.0％増)、四半期純利益５

億78百万円(同137.2％増)となり、いずれも大幅な増益となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は、171億98百万円(前事業年度末比１億39百万円増)となりました。これは主

に、現金及び預金の増加(同１億59百万円増)、受取手形及び売掛金の増加(同１億37百万円増)等があったものの、

原材料及び貯蔵品の減少(同51百万円減)等があったことによるものであります。

負債総額は、78億70百万円(前事業年度末比３億19百万円減)となりました。これは主に、短期借入金の増加(同１

億20百万円増)、未払法人税等の増加(同72百万円増)等があったものの、支払手形及び買掛金の減少(同２億97百万

円減)、長期借入金の減少(同89百万円減)等があったことによるものであります。

純資産は、93億28百万円(前事業年度末比４億58百万円増)となりました。これは主に、利益剰余金の増加(同４億

64百万円増)等があったことによるものであります。
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(3)  キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前事業年度末に比べて１億59百

万円増加し、25億81百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は、２億93百万円(前年同期は１億58百万円の支出)

となりました。これは主に、税引前四半期純利益の計上９億16百万円、たな卸資産の減少78百万円等があったもの

の、売上債権の増加１億37百万円、仕入債務の減少２億97百万円、及び法人税等の支払額２億47百万円等があった

ことによるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において投資活動の結果得られた資金は、50百万円(前年同期は95百万円の支出)となりま

した。これは主に、保険積立金の解約による収入１億47百万円等があったものの、有形固定資産の取得による支出

51百万円等があったことによるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は、１億84百万円(前年同期は１億61百万円の支出)

となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出１億44百万円、配当金の支払額１億13百万円等があった

ことによるものであります。

 

(4)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

 

(5)  研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は35百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 11,760,000

計 11,760,000
 

 

②  【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,592,000 4,592,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株
であります。

計 4,592,000 4,592,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年９月30日 ― 4,592,000 ― 729,000 ― 666,880
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(6) 【大株主の状況】

平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社 坪井 東京都大田区南馬込２丁目24－28 556 12.11

坪 井 典 明 東京都大田区 554 12.06

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６－６ 234 5.09

ビービーエイチ　フイデリテイ
ピユーリタン　フイデリテイ
シリーズ　イントリンシツク
オポチユニテイズ　フアンド
(常任代理人　株式会社三菱東京
ＵＦＪ銀行)

245 SUMMER STREET BOSTON
. MA 02210 U.S.A.
(東京都千代田区丸の内２丁目７－１)

185 4.02

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１－２ 169 3.68

大伸化学従業員持株会 東京都港区芝大門１丁目９－９ 130 2.84

丸善石油化学株式会社 東京都中央区入船２丁目１－１ 130 2.83

竹 田 和 平 愛知県名古屋市天白区 95 2.06

坪 井 宏 造 東京都大田区 80 1.75

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 73 1.58

計 － 2,207 48.07
 

(注) 発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

 

(7) 【議決権の状況】

①  【発行済株式】

平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 58,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,527,000 4,527 －

単元未満株式 普通株式 7,000 － －

発行済株式総数  4,592,000 － －

総株主の議決権 － 4,527 －
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式726株が含まれております。

 

②  【自己株式等】

平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式） 東京都港区芝大門     

大伸化学株式会社 一丁目９番９号 58,000 － 58,000 1.26

計 － 58,000 － 58,000 1.26
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

専務取締役 － 遠藤　裕良 平成27年8月16日
 

(注) 平成27年8月16日逝去により退任いたしました。

 

(2) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性　10名   女性　－名　(役員のうち女性比率 －％)
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成27年７月１日から平成27年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、應和監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３  四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,176,082 3,335,776

  受取手形及び売掛金 ※1  7,695,898 ※1  7,833,494

  商品及び製品 146,463 119,710

  原材料及び貯蔵品 637,489 585,901

  その他 ※1  639,781 ※1  608,625

  貸倒引当金 △59,825 △2,220

  流動資産合計 12,235,889 12,481,287

 固定資産   

  有形固定資産 3,492,774 3,426,788

  無形固定資産 81,217 74,919

  投資その他の資産   

   その他 1,280,594 1,243,228

   貸倒引当金 △31,575 △27,931

   投資その他の資産合計 1,249,018 1,215,296

  固定資産合計 4,823,010 4,717,004

 資産合計 17,058,900 17,198,291

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 5,962,550 5,665,211

  短期借入金 － 120,000

  1年内償還予定の社債 70,000 70,000

  1年内返済予定の長期借入金 281,500 226,500

  未払法人税等 255,037 327,080

  賞与引当金 127,300 121,730

  その他 418,743 422,790

  流動負債合計 7,115,131 6,953,311

 固定負債   

  社債 280,000 245,000

  長期借入金 372,500 283,000

  退職給付引当金 184,624 173,944

  役員退職慰労引当金 160,025 136,041

  その他 77,255 78,901

  固定負債合計 1,074,405 916,887

 負債合計 8,189,536 7,870,199
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 729,000 729,000

  資本剰余金 669,352 669,352

  利益剰余金 7,455,582 7,920,378

  自己株式 △42,131 △42,131

  株主資本合計 8,811,804 9,276,600

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 52,067 47,098

  評価・換算差額等合計 52,067 47,098

 新株予約権 5,491 4,393

 純資産合計 8,869,363 9,328,092

負債純資産合計 17,058,900 17,198,291
 

 

 

EDINET提出書類

大伸化学株式会社(E00917)

四半期報告書

10/17



(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 13,858,812 13,207,213

売上原価 12,045,271 10,908,767

売上総利益 1,813,541 2,298,445

販売費及び一般管理費 ※1  1,419,321 ※1  1,434,501

営業利益 394,219 863,944

営業外収益   

 受取利息 218 204

 受取配当金 10,051 9,834

 受取保険金 4,570 －

 その他 7,098 8,651

 営業外収益合計 21,938 18,690

営業外費用   

 支払利息 7,614 5,619

 手形売却損 10,353 9,125

 社債利息 3,189 2,650

 その他 35 401

 営業外費用合計 21,192 17,796

経常利益 394,965 864,838

特別利益   

 固定資産売却益 524 3,238

 受取保険金 － 63,285

 新株予約権戻入益 － 1,098

 特別利益合計 524 67,621

特別損失   

 固定資産除却損 66 22

 社葬費用 － 16,287

 特別損失合計 66 16,309

税引前四半期純利益 395,423 916,150

法人税等 151,644 338,022

四半期純利益 243,779 578,127
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 395,423 916,150

 減価償却費 158,664 150,525

 売上債権の増減額（△は増加） △314,751 △137,595

 たな卸資産の増減額（△は増加） △75,060 78,340

 仕入債務の増減額（△は減少） △196,332 △297,339

 その他 △41,538 △171,423

 小計 △73,595 538,658

 利息及び配当金の受取額 10,270 10,039

 利息の支払額 △10,803 △8,270

 法人税等の支払額 △84,636 △247,111

 営業活動によるキャッシュ・フロー △158,765 293,316

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △45,239 △51,898

 有形固定資産の売却による収入 721 5,227

 無形固定資産の取得による支出 △11,681 △7,129

 投資有価証券の取得による支出 △12,623 △658

 貸付金の回収による収入 2,606 2,356

 保険積立金の積立による支出 △33,523 △42,345

 保険積立金の解約による収入 56 147,207

 差入保証金の差入による支出 △192 △60

 差入保証金の回収による収入 3,896 232

 その他 － △2,400

 投資活動によるキャッシュ・フロー △95,980 50,529

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 120,000 120,000

 長期借入金の返済による支出 △122,000 △144,500

 社債の償還による支出 △35,000 △35,000

 リース債務の返済による支出 △972 △996

 長期未払金の返済による支出 △10,236 △10,324

 配当金の支払額 △113,331 △113,331

 財務活動によるキャッシュ・フロー △161,540 △184,152

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △416,286 159,694

現金及び現金同等物の期首残高 2,365,137 2,422,082

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  1,948,851 ※1  2,581,776
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

(税金費用の計算)
  当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に
当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

 

 

(四半期貸借対照表関係)

※１  債権流動化による譲渡残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

受取手形 2,688,265千円 2,452,010千円

預け金 403,239千円 367,801千円
 

(注)  流動資産の「その他」に含まれている「預け金」は譲渡済売上債権のうち、債権買取会社への期末現在の必要

留保金額であります。

 

(四半期損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年９月30日)

運賃 740,039千円 759,124千円

賃借料 79,628千円 76,850千円

役員報酬 95,640千円 97,890千円

従業員給与手当 195,476千円 196,439千円

貸倒引当金繰入額 7,535千円 △61,222千円

賞与引当金繰入額 43,332千円 46,530千円

退職給付費用 14,722千円 39,027千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,400千円 9,016千円

役員退職金 －千円 10,000千円
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

 
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年９月30日)

現金及び預金 2,702,851千円 3,335,776千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △754,000千円 △754,000千円

現金及び現金同等物 1,948,851千円 2,581,776千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 113,331 25.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 113,331 25.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業は、シンナー製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 53円78銭 127円53銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 243,779 578,127

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 243,779 578,127

普通株式の期中平均株式数(株) 4,533,274 4,533,274

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 53円69銭 127円23銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 7,296 10,565

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前事業年度末から重要な変動があった
ものの概要

－ －

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成27年11月９日

大伸化学株式会社

取締役会 御中

應 和 監 査 法 人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   星 野   達 郎   ㊞

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   土 居   靖 明   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大伸化学株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第64期事業年度の第２四半期会計期間(平成27年７月１日から平成27

年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大伸化学株式会社の平成27年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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